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論文内容の要旨
〔目的〕
事象関連電位は，被験者に心理学的課題を課したときに出現する脳波であり，その課題の遂行に必要な心理過程に
対応する脳活動の表出と考えられている。事象関連電位の 1 つとして随伴陰性変動(Contingent negative variation: 
CNV) がある。 CNV は， Walter らによって初めて報告された。彼らは，二つの異なった刺激 81 と 82 を一定の
間隔で呈示し， 82 に対して運動反応や知覚判断を求めたところ，脳波において 81 -82 間に持続的な陰性電位が出
現することを発見して，これを CNV と名づけた。心理学的には， CNV の振幅は，人間の注意，期待，意欲，動機
などの心理的要因と関係することが知られている口耳鼻咽喉科疾患の中で，患者の心理的な因子が強く関与している
と考えられる耳鳴症，咽喉頭異常感症，メニエール病の患者を選び， CNV を測定することにより，それぞれの疾患
群での，大脳における感覚の情報処理の特徴を調べることができるのではないかと考え，本研究を行った。
〔方法〕
健常成人20名，耳鳴患者20名，咽喉頭異常感症患者26名，メニエール病患者19名の計85名より CNV を記録した。
CNV の測定は脳波の加算平均法を用いた。脳波は，前頭部 (Fz)，中心部 (Cz)，頭頂部 (pz) の 3 部位より導出
した。 81 (警告刺激)として音刺激を用い，持続時間300msec， 1 kHz, 85dBHL の純音をヘッドホンを通してー
側耳に聞かせた。 81-82 間隔は 2 秒に設定した。 82 (命令刺激〉は，発光ダイオードによる光刺激とした。被験者
には，光刺激を感知したらすみやかにボタンを押すという課題を与えた。 81-82 試行の脳波を， 20 ・ 30回加算して
CNV 波形を描いた。各症例の CNV 波形を各疾患群で加算し群加算平均波形を求めた。 CNVは，潜時が400から
900msec の初期成分， 1000から 1500msec の中期成分， 1500から2000msec の後期成分の 3 つの成分に分け，各成分
ごとの平均電位を算出した。このようにして得られた 3 成分の平均電位に対して，混合型の分散分析を用いて群間の
比較を行った。また， 3 つの疾患群の患者に対しては， うつスコアと CMI の心理検査も行った。
〔成績〕
各群の CNV 群加算平均波形を比較したところ，健常成人群と比べて，耳鳴群では CNV の初期成分と中期成分で，
咽喉頭異常感症群では中期成分で，メニエール病群では中期成分と後期成分で， CNV 振幅が有意に増大した。うつ
スコアと CNV 振幅との関連では，耳鳴群とメニエール病群では，うつスコアが10-19点の正常とうっとの境界領域
の症例で CNV 振幅が増大しており，咽喉頭異常感症群では， うつスコアが低いか，境界領域にある症例で CNV 振
幅が増大していたo CMI の I 型E型と E型IV型との間で CNV 振幅を比較したが，一定の傾向は見られなかった。
〔総括〕
CNV の初期成分は，警告刺激に対する定位反応(一時的全体的な脳の覚醒水準の上昇)を反映し後期成分は，
命令刺激に対する運動準備や予期的注意に対応して出現していると考えられている。よって上記の結果から，耳鳴患
者では，警告刺激である音に対して過敏な状態にあり，メニエール病患者では，命令刺激に対する準備，期待が強く
なっていると考えた。うつスコアと CNV 振幅との関連が認められたので， CNV を測定することより各患者の心因
の関与の大きさを推測できる可能性があると考えた。
論文審査の結果の要旨
本研究は，耳鼻咽喉科領域の，耳鳴，咽喉頭異常感症，メニエール病の患者に対して，随伴陰性変動 (CNV) の
測定を行い， CNV 振幅における各疾患群の特徴と， CNV 振幅と心理検査結果との関連を検討したものである。
随伴陰性変動は，事象関連電位の一つで，二つの異種感覚刺激 81 と 82 を一定の間隔で呈示し， 82 に対して運
動反応や知覚判断を求めたところ，脳波において 81 -82 聞に発生する緩徐で持続的な陰性電位であるが，本研究で
は， 81 に音刺激， 82 に光刺激を用いて CNV の測定を行った。その結果，健常成人群と比べて，耳鳴群では，
CNV の初期および中期成分で，咽喉頭異常感症群では， CNV の中期成分で，メニエール病群では， CNV の中期
および後期成分で振幅の有意の増大を認めた。このことから，耳鳴患者では，音刺激に対して過敏になっており，メ
ニエール病患者では， 82 に対する準備，期待が強くなっていることが示唆された。また， CNV 振幅と心理検査結
果との関連では，耳鳴患者，メニエール病患者では，正常とうっとの境界領域の患者で振幅の増大を認めたが，咽喉
頭異常感症患者では， うつ傾向のない患者で振幅の増大を認めた。
上記のごとく，本研究は，随伴陰性変動の測定という，従来，心理学や精神医学の分野でのみ行われてきた電気生
理学的手法を用いて，耳鼻咽喉科領域のこれら 3 疾患の患者の心理学的な特徴を明らかにした。また， この随伴陰性
変動の測定という他覚的な検査が， これらの疾患患者の心理的な関与の大きさを推測できる可能性があることも示し
た。これらの点で，本研究は価値ある業績であり，学位を授与されるに値する研究であると考える。
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